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新技術活用効果調査表のコメント事例について

◆新技術の活用にあたっては、活用効果調査を実施していただき、
       その調査表を基に各整備局の『新技術活用評価会議（有識者会議）』

 において評価しているところです。
    また、平成２６年４月に新技術の実施要領が改訂され、調査表も
｢コメント重視｣に移行したところです。

◆新技術の活用効果の調査及び評価に際し、点数（５段階評価）とコメント
が一致して いない等の事象が見受けられたため、調査表に記入するコメ
ント事例収集を取りまとめました。

 施工者及び監督職員の皆様のご参考にしてください。
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活用調査表入力システム 活用効果調査表

活用効果調査表（発注者用）

ポイント（チェックの目安）
活用した新技術が、従来技術に比べて「優れる」か、「同等」か、
「劣る」かを判断し、どの程度優れているか、どの程度劣ってい
るかをこの表を目安に判断することで、チェックを入れる。

活用効果調査表（施工者用）

コメントの記載内容は、効果調査
でチェックした評価の理由や評価
の視点でチェックした内容と必ず
整合を図る。
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活用効果調査の記入について

◆活用効果調査の実施方法

１箇所のチェック
で評価点を算出

評価のポイントをチェック
（チェック数と評価は連動しない）

必ずコメントを記入
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「関連しない項目」 について （補足）

5



活用効果調査の記入について

◆活用効果調査の実施方法 〔細分化・追加されている内容〕

発注者や施工者が今後も活用したいかといった次の活用に繋がる項目

技術の改善点について記載する項目を新設し、申請者にフィードバックするこ
とで技術のスパイラルアップを実現

評価の際に参考とします。
点数等で表現できないものをコメント願います

評価段階で従来技術の適正を判断できるよう、
従来技術が適切かどうかコメント願います
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調査項目の効果調査が５のコメント例

新技術活用効果調査表のコメント例について

優れた点が多く評価が「５」の例。

（全般的に優れている点をコメント）

（１項目がいかに優れていたかを具体的にコメント）

優れた点は１項目だが評価が「５」の例。
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１．調査項目の効果調査が１～５のコメント事例新技術活用効果調査表のコメント事例について
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１．調査項目の効果調査が１～５のコメント事例新技術活用効果調査表のコメント事例について
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１．調査項目の効果調査が１～５のコメント事例新技術活用効果調査表のコメント『５』の事例について
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１．調査項目の効果調査が１～５のコメント事例新技術活用効果調査表のコメント『５』の事例について
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１．調査項目の効果調査が１～５のコメント事例新技術活用効果調査表のコメント『４』の事例について
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１．調査項目の効果調査が１～５のコメント事例新技術活用効果調査表のコメント『４』の事例について
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１．調査項目の効果調査が１～５のコメント事例新技術活用効果調査表のコメント『３』の事例について
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１．調査項目の効果調査が１～５のコメント事例新技術活用効果調査表のコメント『３』の事例について
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新技術活用効果調査表のコメント『２』の事例について
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新技術活用効果調査表のコメント『２』の事例について
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新技術活用効果調査表のコメント『１』の事例について
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以下のような事例では、修正依頼やヒアリングをお願いする場合があります。

調査項目のコメントを特に重視すべき具体的な事例

新技術活用効果調査表のコメント事例について

◆調査の視点では（優れていた点：２）＞（劣っていた点：１）であるが、効果調査は「２」であり、コメントもマイナス評価となっている。

◆調査の視点では優れていた点に多く（４箇所）のチェックが付いているが、効果調査は「４」となっている。

（×）

「２」

２箇所

１箇所

（×）

「４」

４箇所

例：作業人員と施工日数は削減できたものの、機械経
費が非常に高くなったため、総合的には従来技術と
比較して、経済性は劣る。（○）

例：仮設の減少により現場での施工が減少し、さらに
機械化により作業員の作業が容易になったことから、
従来技術と比較して施工性はやや優れている。（○） 19



２．調査項目のコメントを特に重視すべき具体的な事例

以下のような事例では、修正依頼やヒアリングをお願いする場合があります。

新技術活用効果調査表のコメント事例について

◆調査の視点では、優れていた点のチェックが１箇所であるが、効果調査は「５」となっている。

（×）

「５」

１箇所

例：工程は、地盤改良に要する日数が、当初８日間予
定していた日程が４日間（１／２）になり、施工日数を
短縮できると言う理由で非常に優れていた。（○）

◆調査の視点では、劣っていた点のチェックが１箇所であるが、効果調査は「１」となっている。

（×）

例：現場打ちコンクリートであり、管理項目・頻度が増
加し、施工不良等による品質の低下が懸念されたた
め、品質・出来形に非常に劣っていた。（○）

「１」

１箇所
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以下のような事例では、修正依頼やヒアリングをお願いする場合があります。

今後、当該技術を活用できる工事の場合に活用しますか。の理由事例

新技術活用効果調査表のコメント事例について

◆「今後も是非活用したい」にチェックがあるが、その理由が未記入となっている。

◆「技術の改良を強く望む」にチェックがあるが、その理由が未記入となっている。

理由が未記入

理由が未記入

例：大幅な工期短縮が図れたため今後も是非活用したい。

例：当該現場は、施工ヤードが狭く、機械の使用が困難で施工
性が低下するため、コンパクトな機械仕様への技術の改良を強
く望む。 21
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